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青山学院の生涯教育への取り組み

地域と連携した各種公開講座
⚫ 地域社会への貢献という使命から、大学における教育および研

究の成果を広く社会に開放し、社会人の教養を高め、文化の向
上を目的

社会人講座「青山アカデメイア」
⚫ いつまでも学び続ける社会人のための「卒業のない大学」
⚫ 実践的な語学講座や地域政策講座等、専門性向上をめざす現役

層から、経験に知識の磨きをかけるシニア層まで、幅広い受講
生のニーズを満たす講座を展開

体系的な知識を習得できる「履修証明プログラム」
⚫ 大学の教育計画の下に編成された、体系的な知識・技術等の習

得を目指した教育プログラム
⚫ 60時間以上のプログラム修了者に、公的履歴書の履歴欄に書け

る「履修証明書」を発行
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青山学院大学の履修証明プログラム

中長期的な取り組み：「多様化する教育ニーズへの対応」
⚫ そのなかのアクションプランとして「社会人のためのリカレント

教育プログラムの開発」を推進

履修証明プログラムを数多く開発し運営中
⚫ 会計プロフェッション研究科会計プロフェッション専攻
⚫ 法学研究科公法専攻、私法専攻、ビジネス法務専攻（税法務プロ

グラム）
⚫ 社会情報学部 ワークショップデザイナー育成プログラム（WSD)
⚫ 社会情報学部 青山・情報システムアーキテクト育成プログラム

（ADPISA)
⚫ 法学部（東京外語大学と連携） 司法通訳養成プログラム
⚫ 総合文化政策学研究科 文化創造マネジメント専攻修士課程
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青山学院大学 社会情報学部

文理融合教育、実践的問題解決
教育 を指向しており、情報
システム人材育成はその一つの柱

 ADPISAにより、次代を担う
情報システム人材の育成・
交流の拠点となることを目標
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ADPISAとは

青山・情報システムアーキテクト育成プログラム
Aoyama Development Program for Information Systems Architect

⚫ 2017年度に発足し、2019年度から講義開催

⚫ 学校教育法で定められた履修証明プログラム（次ページ）

⚫ さらに文科省、厚労省から認定済み
• 文部科学省の「職業実践力育成プログラム
（BP: Brush up Program for professional)」
に認定。

• 厚生労働省の教育訓練給付金対象の教育
プログラム（特定一般教育訓練給付金、
専門実践教育訓練給付金）に認定
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参考：履修証明プログラム

学校教育法で定められた公的な資格
⚫ 最低60時間の

短時間履修
⚫ 公的な資格として

履歴書に記入可能

安価
⚫ 一般の教育より安価
⚫ さらに厚労省の訓練

給付金で最大70%補助

問題点
⚫ 一般にほとんど知ら

れていない

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/22/1365328_004.pdf6

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2019/05/22/1365328_004.pdf


ADPISAの特長 ISアーキテクトを育成

ビジネス組織、人間、組織外ステークホルダーも含めた、
広義の情報システムを対象とします。

組織の活動、人の活動も含めた活動の職務遂行能力（コ
ンピテンシー）を身につけます。
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広義の情報システム

ビジネス組織、
プロセス

人間
(ステークホルダー)

情報技術(IT)を使ったシステム
(狭義の情報システム)

ITアーキテクト:
（狭義の）情報システムを
対象

ISアーキテクト:
組織、人の活動も含めた
広義の情報システムを対象
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情報処理学会カリキュラム標準J07より抜粋
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組織体または社会にとって、さらには個人にとっても、情報システムは不可欠である。組織体を構成す
る部門あるいは人々の間の相互の関係およびそれらの果たす業務の取り決めを組織というとき、組織そ
れ自身を情報システムの観点からとらえることができる。情報システムは、その組織体の基本業務に関
する情報の処理を行い、組織体内部およびそれを取り巻く環境の動向または異常を検知し、それに基づ
いて行う意思決定を助け、またその決定を適切な部署に伝達するために必要とされる。
組織体の活動を充実したものにすることを目指し、コンピュータの出現で刺激され発展した情報技術を
取り入れることにより、いかにして新しい情報システムを生み出すことができるかが、現在われわれの
当面している課題である。
それは、従来の組織の一部を単に情報技術を用いたシステムで代替するものに過ぎないかもしれない。
あるいは、新たな組織を創造することにつながるかもしれない。
このような新しい情報システムの企画・開発・運営に携わる専門家は幅広い知識と能力を備えているこ
とが要求される。そのためには、これまでのさまざまな分野の学間を単に寄せ集めたものではすまされ
ない。個人あるいは組織体の情報要求や情報行動の考察をもとにした体系をまとめていく必要がある。
これは「情報」と「システム」の視点に立った新しい学間の確立につながるものといえよう。「情報と
いう目で世の中を見直すと、何か新たなものが見えてくるに違いない」と信じたい。

「情報システム学へのいざない -人間活動と情報技術の調和を求めて-、浦昭二、細野公男、神沼靖子、宮川裕之、培風館、1998年 序文より抜粋



ADPISAのプログラム構成

 ISアーキテクト育成を最終目標に、3教育プログラム(ADPISA-E, ADPISA-M, ADPISA-H)を設置

 各プログラムとも受講生の満足度は５段階で4.7〜4.8（5人のうち4人は大満足)と高評価
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ADPISA-Hの科目構成 （定員20名、全157.5時間) 

種別 科目名 時間 備考

必修 情報システム入門 15.0

必修 チェンジを推進するビジネスアナリシス 15.0 シラバス

選択 セキュアな企業と情報システム 15.0

選択 データサイエンスを活用した情報システム構築 22.5

必修 情報システムのプログラムマネジメント 7.5

選択 プロジェクトを成功させるための見積もり技術 7.5

選択 DXを加速し、チェンジを生み出すリーダーシップ 15.0

選択 企業のアジリティを生むIS投資計画 7.5

選択 アジャイル開発を成功させる組織マネジメント 7.5

選択 選択科目群（Udemy） 30.0

必修 情報システムアーキテクト実践研究 15.0 シラバス

https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-h/syllabi/syllabus_C.pdf
https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-h/syllabi/syllabus_Z.pdf


最終成果物作成のイメージ
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企業・地域連携の強化の方針案

企業・組織対応のカスタムメイド教育プログラム提供
(ADPISA-PLUS)
⚫ 特定企業・組織への教育実施

• 特定企業・組織向けの教育を実施。平日、オンサイト実施予定
• ADPISA側の実施可能なメニューから、企業側が選ぶ方法を想定。

⚫ さらに、共同研究や、ソリューション等（次ページ以降で
説明）もスコープ内
• 個々の役務ごとの契約ではなく、教育プログラムを含めた包括的な
契約を結ぶ方向

全国展開ではなく、地域連携
⚫ 大学キャンパスのある東京都、神奈川県を中心に展開
⚫ 各自治体、労働局との連携、都県内の企業にアプローチ
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特定企業・組織との共同研究の分野案（１）

 データサイエンス
⚫ 企業の持つデータを使った価値の創造
⚫ データの生成、連携、解析、廃棄までのデータマネジメント支援

 生成AI
⚫ ChatGPT等の既存ツール/サービスのベターユース
⚫ 生成AIの特定企業・組織内の知識を使ったファインチューニング

（GPT又はオープンソースベース）

 チェンジマネジメント（ビジネスアナリシス）
⚫ BABOKフレームワークを使った組織のチェンジ支援

 ビジネスモデリング
⚫ 事業部レベルのプロセスモデル、データモデルの作成指導、支援
⚫ 改善が必要なプロセス、データの特定支援

（続く） 14



特定企業・組織との共同研究の分野案（２）

ビジネス系下流設計ツール
⚫ ビジネス改革に必要な設計図（DFD、ER図等）の作成ノウハウ教

育
⚫ 企業内で活用可能なツールのライセンス供与

プロマネ教育の共同研究/開発
⚫ 対象組織の業種に対応したプロジェクトマネージメント教育の

開発

デザインシンキング
⚫ デザイン思考を実際の組織に根付かせるためのコンサルティン

グ

コーチング
⚫ キャリアコーチング、テクニカルコーチング
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ご清聴ありがとうございます
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